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小城市出前講座



１．小城市の概要について

２．総合計画とは

本⽇の流れ



小城市の概要について
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小城市ってどんなところ︖
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芦刈町

小城町

牛津町

三⽇月町

• 平成17年（2005年)3月1⽇
小城郡４町が合併し『小城市』に

• 人 口 ︓ 43,929人
• 世帯数 ︓ 17,780世帯

【令和7年(2025年)6月末 住基】
• 面 積 ︓ 95.81km²
• 市の花 ︓ さくら
• 市の木 ︓ 桜
• 特産品 ︓ 羊羹・米・海苔



⻑い歴史 ーー 弥生時代から・・・・

三⽇月町︓⼟生遺跡
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小城市ってどんなところ︖



山から海へと広がる大地

左上︓天山からみた有明海
右上︓有明海から⾒た天山
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小城市の魅⼒



山の恵み
水がきれい

祇園川のホタルと清水の滝 全国名水百選
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小城市の魅⼒



特産品もたくさんあります︕
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小城市の人口推移

9

45,423
45,342

45,252
45,062

44,467 44,422
44,281

44,061

43,500人

44,000人

44,500人

45,000人

45,500人

46,000人

2017(H29) 2018(H30) 2019(R1) 2020(R2) 2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6)

住⺠基本台帳人口（各年10月1⽇）



小城市の人口推移（年齢階級別）

10

6,331 6,293 6,219 6,098 5,971 5,823 

26,296 25,867 25,466 25,215 25,158 25,046 

12,625 12,902 13,012 13,109 13,152 13,192 

0 人

5,000 人

10,000 人

15,000 人

20,000 人

25,000 人

30,000 人

35,000 人

40,000 人

45,000 人

50,000 人

R1 R2 R3 R4 R5 R6

住⺠基本台帳人口（各年10月1⽇現在）

0〜14歳 15〜64歳 65歳以上



382 372 389 393 376 370 349 

494 
471 490 473 492 

588 596 

△ 112 △ 99 △ 101 △ 80
△ 116

△ 218
△ 247-300 人

-200 人

-100 人

0 人

100 人

200 人

300 人

400 人

500 人

600 人

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

出生数 死亡数 自然増減数

小城市の出生数・死亡数の推移

11



小城市の転入数と転出数の推移
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将来の人口推計はどうなる︖
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国⽴社会保障・人口問題研究所（以下社人研）の推計によると、小城市の人口は2025年に約
42,600人、2040年には約37,800人、2070年には26,600人となると推計されている。

一方、2024年9月現在の小城市の人口は44,056人であり、社人研推計を上回っている。
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将来の人口推計はどうなる︖
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総合計画とは
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市政運営の最も基本となる計画（最上位計画）
⻑期的な視野に⽴って、市が目指すまちづくりの方向性、市の基本的な
取り組みを示すものです。（小城市の将来のまちづくりのビジョン）
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総合計画とは



R3

第２次総合計画の構成

誇 郷 幸 輝（こきょうこうき）
みんなの笑顔が輝き幸せを感じるふるさと小城市
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計画期間:平成29年度〜令和7年度

（10政策）

（27施策）

（71基本事業）

（約600事業）

R4〜R7年度

目指す将来像



SDGｓ（持続可能な開発目標）
SDGsは、すべての関係者の役割を重視し、「誰一人取り残さない」
持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、17のゴール及
び細分化された169のターゲットから構成されています。

18国際連合広報センターHP SDGｓポスター（17のアイコン ⽇本語版） から引用



SDGｓ17のゴール
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外務省HP パンフレット持続可能な開発目標（SDGs）と日本の
取組 から引用

目標１ あらゆる場所あらゆる形態の貧困を終わらせる
目標２ 飢餓を終わらせ、⾷料安全保障及び栄養の改善を実現し、

持続可能な農業を促進する
目標３ あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を

促進する
目標４ すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、

生涯学習の機会を促進する
目標５ ジェンダー平等を達成し、すべての⼥性及び⼥児のエンパワー

メントを⾏う
目標６ すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確

保する
目標７ すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネル

ギーへのアクセスを確保する
目標８ 包摂的かつ持続可能な経済成⻑及びすべての人々の完全かつ

生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント
・ワーク）を促進する

目標９ 強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な
産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

目標10 国内及び各国家間の不平等を是正する
目標11 包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び

人間居住を実現する
目標12 持続可能な生産消費形態を確保する
目標13 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる
目標14 持続可能な開発のために、海洋・海洋資源を保全し、持続可能

な形で利用する
目標15 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能

な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに⼟地の劣化の阻⽌
・回復及び生物多様性の損失を阻⽌する

目標16 持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべ
ての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおい
て効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

目標17 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ
ートナーシップを活性化する



総合計画とSDGｓの関係（１）
SDGsの概念「誰一人として取り残さない、持続可能で多様性と包摂
性のある社会の実現」は、すべての市⺠が住みやすく、幸せに暮らせ
るまちを目指す小城市においても大切な考え方です。

20＜第２次小城市総合計画＞



総合計画とSDGｓの関係（２）

21

関連するSDGsのゴー
ルを掲げています。

総合計画の取り組みを実⾏
することが少なからずSDGs
の推進につながります。

目標達成のためには、
・市（⾏政）ができること
・市⺠の皆さんができること
・企業や団体ができること
があります。
みんなで⼒をあわせてまちづ
くりを進めていく必要があり
ます。



小城市の取り組み（牛津川遊水地整備事業）

22



小城市の取り組み（庁舎防災機能強靭化事業）
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小城市の取り組み（小城市フットボールセンター整備事業）
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スポーツの振興につなげるため、
小城市フットボールセンターを整備しました。
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買い物支援 付き添い支援 ゴミ出し支援

小城市の取り組み（生活支援体制整備事業）



小城市をよりよいまちにしていくために

・現在の第２次小城市総合計画の計画期間は、令和７年度までです。
・令和8年度からの第３次小城市総合計画を策定しています。

＜第３次小城市総合計画の計画期間＞
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令和17年（2035年）、皆さんは何歳ですか︖ その時、
どんな「まち」になっていてほしいですか︖



小城市の未来は一緒につくる
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市⺠参画アドバイザー
加留部 貴⾏さん

（市⺠会議参加者の属性）
地区 人数
小城 15人
三日月 13人
牛津 9人
芦刈 4人
市外 20人
県外 1人
計 62人

年代 人数
10代 28人
20代 9人
30代 6人
40代 4人
50代 9人
60代 3人
70代 3人
計 62人

人数
女 35人
男 27人
計 62人

市⺠の意⾒やニーズをくみ取り、総合計画に反映させるため、R５年
度からR７年度にかけて「まちづくり市⺠会議」を開催しています。

まちづくり市⺠会
議の様子は小城市
HPからもご覧いた
だけます。



本⽇のまとめ

・総合計画とは、市⺠の皆さんと共にどのようなまちを創造
していくのか、その方向性を示す小城市の将来のまちづくり
の計画です。
・総合計画の推進は、SDGｓも関連しています。
・現在の総合計画はR７年度までであるため、R８年度から
の10年間の計画を策定中です。
・小城市の総合計画は、住みやすいまち、幸せに暮らせるま
ちを目指すため、市⺠の方や関係者と一緒に作ります。その
ために、小城市では、「まちづくり市⺠会議」を開催してい
ます。
・計画は作るのがゴールではありません。目標に向かって実
⾏するのが大切です。実⾏するには市（⾏政）、市⺠、企業
・団体等それぞれができることがあります。（市⺠協働・市
⺠共創）
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